秘密保持契約書（雛型）
（本契約書は、１雛型ですので、必要に応じて適宜修正・追記して活用してください）　
○○○株式会社○○○○（以下「甲」という。）と（例えば）△△△大学△△△△（以下「乙」という。）は、九州イノベーション創出促進協議会（事務局：財団法人　九州産業技術センター）コーディネータ☐☐☐☐（以下「丙」という。）の仲介による××××に関する技術相談（以下「本件技術相談」という。）を進めるにあたって、甲が乙に開示する秘密情報の取り扱いに関し、次のとおり契約を締結する（以下、「本契約」という。）。
第1条 （秘密情報）
　本契約にいう秘密情報とは、甲が乙に開示するに当たって、甲の秘密情報である旨を表明した、文書、その他書類に記載され、又は磁気的若しくは光学的に記録された甲の営業上、技術上その他業務上の一切の知識及び情報をいう。但し、乙につき次の各号の一に該当するものは除外する。
1 甲より開示を受けた時点において既に公知となっていることを乙が証明できるもの

2 甲より開示を受けた後に乙の故意・過失によらず公知となったことを乙が証明できるもの

3 甲より開示を受ける前に乙が自ら知得し、又は秘密保持義務を負っていない第三者より正当な手段により入手していたことを乙が証明できるもの

第2条 （秘密保持義務）

　乙は、事前に甲から書面による承諾を得た場合以外は、前条による秘密情報を第三者に開示もしくは漏洩してはならない。
第3条 （使用目的）
　乙は、本契約により開示される秘密情報を本件技術相談業務の目的のためにのみ使用し、その他の目的には一切使用しないものとする。
第４条　（秘密情報の返却等）

乙は、本件技術相談にかかる業務が終了した場合は、又は中止若しくは中断された場合は、直ちに秘密情報に係る書類等(複写及び複製したものを含む。)を相手方に返却するものとする。
第５条　（有効期間）
　本契約は、本契約の締結の日から発効し、本件技術相談業務が終了し、または中止若しくは中断されたのち、１年間まで有効であるものとする。
第６条　（協議）

本契約に定めない事項又は疑義を生じた事項は、甲乙信義誠実の精神に則り協議のうえ決定する。
第７条　（丙の義務）
　第１条で規定する秘密情報を知った丙は、第２条及び第３条に規定する秘密保持義務及び使用目的を、乙と同様に遵守しなければならない。
本契約締結の証として、本書３通を作成し、甲乙丙記名捺印のうえ各１通を保有する。
２００×年×月×日
甲　○○○株式会社
事業部門長　　　○　○　○　○　印

研究員（相談者）○　○　○　○　印
東京都○○区○○○丁目○番○号
乙　△△△大学法人　△　△　△　△大学
教授（専門家）　△　△　△　△　印
△△県△△市△△
　　　　　　　　　　　　　丙　九州イノベーション創出促進協議会

事務局：財団法人　九州産業技術センター

コーディネータ　☐　☐　☐　☐　印

福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１３番２４号
